
もうつけましたか？
住宅用火災警報器について

１４広報ごか　2011.７

茨
城
県
警
察
官
募
集

○
試
験
区
分

男
性
警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官
Ａ

男
性
警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ

○
受
験
資
格

①
警
察
官
Ａ

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５７

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。）を
卒
業
し
た
人
若
し

く
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
卒
業

２４

３１

見
込
み
の
人
ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ

れ
と
同
等
と
認
め
る
人

②
警
察
官
Ｂ

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

５７

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
人

○
第
１
次
試
験

　

９
月　

日�
１８

○
受
付
期
間

７
月
１
日�
か
ら
８
月　

日�
ま
で

１７

（
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子
申
請
）の
場
合

７
月
１
日�
午
前
９
時
か
ら
８
月　

日
１５

�
午
後
５
時
ま
で
受
信
有
効

○
お
問
い
合
わ
せ

境
警
察
署　
�
　

０
１
１
０
ま
た
は
最

（８６）

寄
り
駐
在
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ご
み
の
出
し
方
の

注
意
点
に
つ
い
て�

　

ご
み
の
分
別
方
法
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

 
雑　

草

　

土
を
き
ち
ん
と
払
い
落
し
、
土

が
付
い
て
い
な
い
状
態
で
袋
に
入

れ
、
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、飲
料
、酒
類
、

し
ょ
う
ゆ
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
、

無
色
透
明
な
も
の
の
み
で
す
。

　

ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん

と
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗

剤
や
油
が
入
っ
て
い
た
容
器
は
、

可
燃
ご
み
と
な
り
ま
す
。

 
び　

ん

　

び
ん
は
、
飲
み
物
、
食
べ
物
な

ど
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
、
ふ
た

は
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
び
ん
、
瀬
戸
物
や
電

球
は
不
燃
ご
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

び
ん
に
混
ぜ
て
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

 
ス
プ
レ
ー
缶

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ガ
ス
抜
き
を

き
ち
ん
と
し
て
、
缶
類
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
飲
料
物
の
缶
類
と
ス
プ
レ
ー
缶

を
混
ぜ
て
出
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

※
ガ
ス
抜
き
器
は
、
量
販
店
等
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
ラ
イ
タ
―

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
ガ
ス
抜
き
を
き

ち
ん
と
し
て
、
不
燃
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
内
容
が
守
ら
れ
て
い
な

い
も
の
に
関
し
ま
し
て
は
、
回
収

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
他
、
ご
み
の
分
別
等
で
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
す
る
、

ま
た
は
建
設
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
Ｇ
（
内
線
２
９
６
）

　

住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す

た
め
に
、
新
築
住
宅
は
、
平
成　

年
１８

６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成

　

年
６
月
１
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災

２３警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

全
て
の
住
宅
に
設
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

な
ぜ
必
要
な
の
か
？

①
近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は

千
人
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
約
７

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

②
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
内
、
そ

の
約
６
割
が　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

で
す
。

　

設
置
す
る
警
報
器
の
種
類
は
煙
式
、

熱
感
知
式
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

場
所
は
、
原
則
と
し
て
寝
室
と
階

段
と
な
り
ま
す
。
右
の
設
置
例
等
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
警
報
器
は
、
お
近
く
の
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
及
び
防
災
設
備
取
扱

店
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
総
務
課 
行
政
・
防
災
Ｇ

　
�
　

１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

（８４）

・
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合　

消
防
本
部
予
防
課

　
�
　

０
１
２
９

（４７）

・
古
河
消
防
署
五
霞
分
署

　
�
　

０
６
２
８

（８４）

＜ガス抜きの仕方＞

※火の気がなく、風通しの
良い屋外で行なってくだ
さい。


